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知的財産・契約
形を変えデータが永続するAIでは
従来と異なる取引、契約の考え方
が必要です。スマートコントラクトを
用いた柔軟なデータ取引の実現を
目指します。

AI研究
コンソーシアムが取り組むデータ収
集・流通を通して、国内の大学・研
究機関等と連携し社会課題の解
決に資するAI研究を加速していきま
す。

データ収集・活用
領域を問わず様々なデータをコン
ソーシアムが提供するデータ基盤を
通じて提供するとともに、AIによる社
会課題の解決に貢献します。

データ基盤
様々な契約条件、基準、セキュリ
ティ要件に対応した柔軟なデータ流
通基盤を提供し、重要性を増す
データ統制に対応します。

渡部 俊也
東京大学 未来ビジョン研究センター 教授 /
副センター長

杉山 将
革新知能統合研究センター (AIP) センター長 / 
東京大学大学院教授

井佐原 均
豊橋技術科学大学 教授 ／
情報メディア基盤センター長

田丸 健三郎
日本マイクロソフト株式会社業務執行役員 NTO





AIのビジネス活用により変わるデータの価値と
複雑になるデータ取引・契約





警告・説明表示欠陥



Right to Explanation

Peeking Inside the Black-Box: A Survey on Explainable Artificial 
Intelligence (XAI)





https://www.darpa.mil/program/explainable-artificial-intelligence



AIが変えるデータの来歴管理
• トレーサビリティが求められる作業履歴
• 排除が難しい「誤り」と「悪意」によるアノテーション

身元確認 保証



警告・説明表示欠陥原因？

誰が作業？



AIを使用することによる影響が想
定可能、且つ使用者に限定され
許容可能である。

AIを使用することによる影響が想
定可能であり、補償もしくは回復
可能である。

AIを使用することにより身体、社
会権に影響を及ぼす可能性があ
る、若しくは補償、回復が困難で
ある。

用途により異なるデータに求める保証レベル



利用者側の責任とは

責任



AIが変えるデータの価値評価
• 時間と共に変化する価値
• 分布により異なる価値

1 2 3 4

データの内訳と品質とマーケットバリュー



• 機械学習を中心とするいわゆるAI（人工知能）が機能するためには、信頼性
の高い良質なデータが不可欠である。

2019年9月から2021年11月までの期間、全24回の部会を開催し、検討を
重ねてきた。
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Image(ファイル名) xmin ymin xmax ymax label
shutterstock_107834711.jpg 279.5211031 573.5263251 868.5476314 1236.99047 Worker
shutterstock_107834711.jpg 963.1650996 630.8133642 1288.328995 1238 Worker
shutterstock_68568742.jpg 8.99531494 431.8333282 466.0906185 1275 Worker
shutterstock_68568742.jpg 386.1322635 466.5000153 940.510151 1275 Worker



どのような権利が発生
• 著作権

• 著作者 著作者人格権と著作権
いかなる方式の履行も不要

AIベンダー、エンジニアが注意するべき法的事項

出典：TMI総合法律事務所パートナー弁護士 柴野 相雄 『AI・機械学習で新たに創出されるデータとアノテーションビジネス』

アノテーション作業、クレンジング作業



• 著作者： 創作
• 著作物： 創作的に表現

著作物 創作

著作物の創作と言えるか？

出典：TMI総合法律事務所パートナー弁護士 柴野 相雄 『AI・機械学習で新たに創出されるデータとアノテーションビジネス』



限定提供データ 業として特定の者に提供する情報
電磁的方法

相当量蓄積
管理されている技術上又は営業上の情報 秘密として管理されているものを
除く。

「限定提供データ」としての保護

出典：TMI総合法律事務所パートナー弁護士 柴野 相雄 『AI・機械学習で新たに創出されるデータとアノテーションビジネス』



 契約

 契約 権利、義務というルール

 信用できる特定のプラットフォーム上で、一定のルールに従って、アノテー
ションデータ、クレンジングデータを流通させることが重要。

特別法による保護以外に保護する方法

出典：TMI総合法律事務所パートナー弁護士 柴野 相雄 『AI・機械学習で新たに創出されるデータとアノテーションビジネス』



データの
価値とデータ流通基
盤の構築



権利、個人情報は整理され
ているのか？説明責任は果

たせるのか



https://www.aidcdatacloud.com/



商流
契約 来歴と保証

時間 内訳
価値



様々商流に対応した契約テンプレート

来歴情報に対応したデータカタログ

柔軟な課金モデル

データ販売代金から基盤維持に要する費用を手数料として課金



レベニューシェアボリュームワンタイム期間





権利、個人情報は整理
されているのか？説明
責任は果たせるのか



来歴の表示と派生データ対応
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